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建設業界における
技能・技術継承

特集

株式会社博水
注目企業を訪ねる

備えて守れ！
“水災害”の被害を抑える建材

編集室の商品ピックアップ
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技
課
題
は
Ｗ
Ｓ
Ｉ
（
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ル
ズ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）＊
が
職
種
ご
と

に
標
準
的
な
ス
キ
ル
を
踏
ま
え
て
設
定
し

て
お
り
、
日
々
の
訓
練
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
金
メ
ダ
ル
の
獲
得

数
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
技
能
の
土

台
、
基
礎
的
な
技
能
水
準
の
向
上
を
最
重

要
と
考
え
、
強
化
訓
練
な
ど
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
２
８
年

の
愛
知
で
の
開
催
は
、
日
本
に
お
け
る
技

能
の
重
要
性
を
国
内
外
に
訴
え
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
今
後
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
や
出
場
選
手
の
強
化
訓
練
な
ど
に
取

り
組
み
、
も
の
づ
く
り
産
業
へ
の
注
目
度

を
高
め
、
若
い
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で
も

技
能
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い

　

同
省
で
は
各
大
会
の
周
知
広
報
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
。
も
の
づ
く
り
離
れ
・

技
能
離
れ
が
進
む
若
年
層
へ
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、

自
ら
技
能
者
を
目
指
す
環
境
を
整
備
し
、

も
の
づ
く
り
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
な

げ
て
い
く
考
え
だ
。

  

「
技
能
は
日
本
の
産
業
・
経
済
維
持
に
不

可
欠
で
あ
り
、
国
際
競
争
力
の
源
泉
で
も

の
参
加
者
数
は
１
０
２
５
人
に
上
り
ま
し
た
」

　

技
能
五
輪
全
国
大
会
は
、
隔
年
で
開
催

さ
れ
る
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
選
手
選
考

を
兼
ね
て
お
り
、
２
０
２
５
年
全
国
大
会
の

受
賞
者
は
２
０
２
６
年
の
中
国
・
上
海
大

会
に
出
場
す
る
。
技
能
五
輪
国
際
大
会
は

世
界
最
大
で
、
唯
一
の
世
界
レ
ベ
ル
の
技
能

競
技
大
会
で
あ
り
、
競
技
を
通
じ
て
参
加

国
・
地
域
の
職
業
訓
練
の
振
興
及
び
技
能

水
準
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
交

流
と
親
善
も
目
的
と
し
た
大
会
だ
。
日
本

選
手
団
は
第
11
回
大
会
の
１
９
６
２
年
か

ら
参
加
。
１
９
７
０
年
東
京
、
１
９
８
５
年

大
阪
、
２
０
０
７
年
静
岡
と
、
日
本
で
も
３

回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
８
年

の
開
催
地
が
愛
知
県
に
決
定
し
、
厚
生
労

働
省
で
は
技
能
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み

と
日
本
選
手
に
対
す
る
技
術
力
の
強
化
に

注
力
し
て
い
る
。

  

「
２
０
０
７
年
の
静
岡
大
会
で
は
、
日
本

選
手
団
が
世
界
で
最
多
と
な
る
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
近
年
は
韓
国
と
中

国
の
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
く
、
メ
ダ
ル
獲

得
数
で
は
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
競

も
の
づ
く
り
業
界
に
対
す
る

若
年
層
の
興
味
喚
起
が
課
題

　

技
能
・
技
術
は
日
本
に
と
っ
て
貴
重
な

資
産
で
あ
り
、
継
承
が
進
ま
な
い
と
企
業

の
存
続
や
文
化
的
価
値
・
品
質
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
や
、
若
手
人
材

の
も
の
づ
く
り
業
界
へ
の
興
味
喚
起
が
難

し
い
こ
と
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

　

労
働
者
の
優
れ
た
技
能
は
我
が
国
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
持

続
的
な
経
済
成
長
を
続
け
る
た
め
に
は
高

度
な
技
能
人
材
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
技
能
人
材
の
育
成
を
担
う

厚
生
労
働
省
で
能
力
評
価
担
当
参
事
官
室

の
室
長
を
務
め
る
大
村
倫
久
氏
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

  

「
も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
ら
な

い
、
あ
る
い
は
気
づ
い
て
い
な
い
未
来
の

人
材
に
向
け
た
魅
力
の
発
信
、
技
能
の
継

承
は
重
要
で
す
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
若
年
層
の
就
業
意

欲
喚
起
や
技
能
継
承
に
役
立
て
る
た
め
、

各
種
の
技
能
競
技
大
会
を
推
進
し
て
き

た
。「
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
」

は
、
企
業
に
就
職
し
て
い
な
い
20
歳
以
下
、

工
業
高
等
学
校
な
ど
で
技
能
を
習
得
中
の

技
能
検
定
３
級
程
度
の
若
年
者
を
対
象

に
、
就
業
促
進
と
技
能
者
拡
大
を
目
的
と

し
て
年
に
１
度
開
催
し
て
い
る
。
２
年
に

１
度
開
催
し
て
い
る
「
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」

は
年
齢
制
限
が
な
く
、
特
級
、
一
級
の
技

能
検
定
に
合
格
し
た
熟
練
技
能
士
が
対
象

だ
。
こ
こ
で
は
熟
練
技
能
を
広
く
国
民
に

披
露
し
て
、
技
能
士
の
地
位
向
上
と
技
能

尊
重
気
運
の
醸
成
を
図
る
。

青
年
技
能
者
が
日
本一を
競
う

「
技
能
五
輪
全
国
大
会
」

  

「
と
り
わ
け
重
要
な
取
り
組
み
が
、『
技
能

五
輪
全
国
大
会
』
で
す
。
技
能
検
定
２
級

相
当
以
上
・
原
則
23
歳
以
下
の
青
年
技
能

者
を
対
象
に
、
技
能
レ
ベ
ル
日
本
一
を
競

い
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
多

く
の
人
に
も
の
づ
く
り
分
野
の
技
能
の
重

要
性
・
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う

目
的
が
あ
り
ま
す
。
競
技
職
種
は
、
機
械

組
み
立
て
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型
な
ど
の

『
機
械
系
』
、
構
造
物
鉄
工
・
電
気
溶
接
・

自
動
車
板
金
な
ど
の
『
金
属
系
』
、
タ
イ
ル

張
り
・
配
管
・
左
官
・
建
築
大
工
な
ど
の

『
建
設
・
建
築
系
』
と
い
っ
た
計
42
職
種
と

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
１
９
６
３
年
か
ら

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
２
０
２
５
年
大
会

建設業界における
技能・技術継承

＊	WSI（ワールドスキルズインターナショナル）：オランダに本部を置く、
技能五輪国際大会を隔年で開催・運営する非政府組織

生産年齢人口の減少及び職人の高齢化が相まって、ものづくりの技能・技術継承問題が深刻化している。
国土交通省によると、建設業界の就業者は55歳以上が36.7％、

29歳以下が11.7%と他産業に比べ高齢化の進展が著しい。
さらに60歳以上の技能者が全体の約４分の1を占めており、10年後にはその大半が引退すると見込まれる。

継承は一朝一夕には進まず時間がかかるため、技能・技術の消失も懸念される。
このような中、若年入職者の確保と次世代への承継は喫緊の課題だ。

今号では、技能・技術継承の課題解決への取り組みを紹介する。

特  集

あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化

や
第
一
線
で

活
躍
し
て
い

た
熟
練
技
能

者
の
引
退
が

進
む
中
で
、

若
い
人
材
に

興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
技
能

五
輪
全
国
大
会
で
は
各
競
技
の
様
子
を
ラ

イ
ブ
配
信
す
る
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
技

能
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
も
Ｉ
Ｔ
を

駆
使
し
て
人
や
場
所
を
問
わ
ず
ク
オ
リ

テ
ィ
の
整
っ
た
製
品
づ
く
り
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
繊
細
な
作
業

や
微
修
正
を
行
う
の
は
人
間
の
手
で
あ

り
、
技
能
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
は

ず
で
す
。
ま
た
技
能
は
も
の
づ
く
り
の
分

野
の
み
な
ら
ず
、
価
値
を
生
み
出
す
サ
ー

ビ
ス
の
分
野
を
含
め
、
時
代
や
環
境
に

よ
っ
て
形
は
変
わ
っ
て
も
、
途
絶
え
さ
せ

て
は
い
け
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
大
会
を
通
じ
て

未
来
の
人
材
に
向
け
て
も
の
づ
く
り
の
魅

力
を
発
信
し
、
技
能
の
継
承
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◦ 建設業就業者数の推移

◦ 技能競技大会の相関図

技能五輪国際大会の様子

厚生労働省 人材開発統括官付
能力評価担当参事官室

2028年技能五輪国際大会準備室長

大村 倫久 氏

（注）1. 2013 年以降は、いわゆる「派遣社員」を含む
 2. 建設技能者：総務省労働力調査 表番号Ⅱ-5_ 産業、職業別就業者数のうち、建設業 職業番号 24_ 生産工程従事者、32_ 輸送・機械運

転従事者、33_ 建設・掘削従事者、37_ その他の運搬・清掃・包装等従事者の合計
 3. 2011年の数値は東日本大震災の影響により、岩手県、宮城県及び福島県において調査実施が困難となったため、補完的に推計された

値（2015年国勢調査基準）
資料出所：総務省「労働力調査」長期時系列表 5

● 建設業就業者数    ● うち建設技能者数
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（万人）

特級

1級技能者

2級技能者

3級技能者

基礎級技能者

一般技能者

技能グランプリ
（2年に1回開催）

技能五輪全国大会（
毎年開催）

若年者ものづくり
競技大会
（毎年開催）

技能五輪国際大会
（2年に1回開催）

技能五輪全国大会
（毎年開催）

優
秀
技
能
者

優
秀
技
能
者

優
秀
技
能
者

金メダル
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２
０
２
５
年
技
能
五
輪
全
国
大
会
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
さ
れ
る
技
術
の
習
得
を
目
的
に
専
門
校

で
リ
タ
ー
ン
研
修
を
行
い
、
階
段
や
和
室

施
工
な
ど
の
よ
り
高
度
な
技
術
を
段
階
的

に
習
得
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

寮
で
の
集
団
生
活
を
通
じ
て

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
も
育
む

　

人
材
育
成
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
ま
ず
寮
生
活
で
の
規
律
を
通
じ
て

挨
拶
や
身
だ
し
な
み
、
近
隣
へ
の
配
慮
と

い
っ
た
〝
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
〟
を
学

ん
で
も
ら
い
、
人
間
性
を
育
み
ま
す
。
技

術
面
で
は
常
に
訓
練
に
関
す
る
課
題
を
抽

出
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
次
期
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
指
導
者
の
訓
練

内
容
の
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

技
術
習
得
に
苦
戦
す
る
訓
練
生
の
た
め

に
は
、「
特
別
教
室
」
を
編
成
し
、
全
員
を

現
場
配
属
１
年
目
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る

レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

女
性
技
能
者
の
採
用
と
育
成
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
で
４
年
目

と
な
り
ま
す
。
女
子
寮
を
設
置
す
る
な
ど

環
境
面
を
整
備
し
、
配
属
先
の
Ｈ
Ｅ
で
は

長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
支
援
す
る
体
制
も

整
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
校
で
は
、
優
秀
な
修
了
生
を

選
抜
し
技
能
五
輪
全
国
大
会
へ
出
場
さ
せ

を
修
了
し
、
直
営
工
務
店
で
あ
る
住
友
林

業
ホ
ー
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
Ｈ
Ｅ
）

や
協
力
工
務
店
の
技
能
職
社
員
と
し
て

「
住
友
林
業
の
家
」
の
施
工
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

教
育
・
訓
練
の
方
針
で
は
、「〝
な
ぜ
〟

を
徹
底
的
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
〝
パ
ネ
ル
同
士
は
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
（
隙
間
）
を
と
っ
て
施
工
す

る
〟
と
い
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
指
示
に
対

し
、
そ
の
理
由
や
背
景
ま
で
丁
寧
に
学
ぶ

こ
と
で
、
深
い
理
解
を
促
し
現
場
で
の
応

用
力
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
生
に
は

施
設
・
教
材
・
指
導
体
制
を
含
め
て
常
に

最
良
の
訓
練
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
重

視
し
、
１
年
間
の
訓
練
の
う
ち
、
座
学
で

約
５
０
０
時
間
、
実
技
で
約
１
３
０
０
時

間
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
修
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
実

施
し
、
３
年
目
・
４
年
目
に
現
場
で
必
要

舞
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
回
よ
り
も
精
神

的
に
余
裕
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
、
ガ
タ
つ

き
が
な
い
面
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
へ
の
対
応
力
は
、
現
場
で

も
生
か
せ
る
ス
キ
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

五
輪
出
場
に
際
し
て
は
、
訓
練
の
た
め
に

現
場
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

専
門
校
の
教
官
に
よ
る
手
厚
い
指
導
も
不
可

欠
で
す
。「
自
分
一
人
で
は
決
し
て
金
賞
受
賞

は
な
か
っ
た
」
と
、
周
囲
の
支
え
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
今
年
は
「
チ
ー

ム
全
員
で
の
入
賞
」
を
大
き
な
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
は
逃
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
後
輩
へ
の
指
導
面
で
、
も
っ

と
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

反
省
が
残
る
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
２
０
２
６
年
に
開
催
さ
れ
る
国

際
大
会
に
向
け
て
さ
ら
に
訓
練
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
と
日
本
で
は
使

う
技
術
に
若
干
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
日

本
伝
統
の
技
能
・
技
術
力
を
高
め
て
金
賞
を

目
指
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
整
理
整
頓
な

ど
丁
寧
な
仕
事
を
追
求
し
、
高
品
質
な
家
づ

く
り
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
現
代
の
現
場
作
業
の
応
用
力
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
１
日
目
に
は
、
型
が
固
ま
り
外
れ
な

く
な
る
と
い
う
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
２
回
目
の
五
輪

出
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
午
後
の
休
憩
で

冷
静
に
頭
を
切
り
替
え
、
２
日
目
の
塗
り
で

猛
烈
に
頑
張
り
、
挽
回
で
き
ま
し
た
。「
ト
ラ

ブ
ル
を
カ
バ
ー
す
る
力
」
は
、
ま
さ
に
現
場

で
求
め
ら
れ
る
精
神
力
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
は
後
輩
を
指
導
す
る
立
場

で
あ
り
、
感
覚
的
だ
っ
た
自
分
の
技
能
・
技

術
を
言
葉
に
し
て
教
え
る
と
頭
の
中
が
整
理

さ
れ
、
技
能
・
技
術
へ
の
理
解
が
格
段
に
深

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
他
県
の
選
手
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
内
装
や
店
舗
デ
ザ
イ
ン
な
ど
私
の
知
ら

な
い
左
官
の
仕
事
の
多
様
性
を
知
り
ま
し
た
。

近
年
問
題
視
さ
れ
て
い
る
建
設
業
界
の
人
手

不
足
と
高
齢
化
で
す
が
、
左
官
も
同
様
で
す
。

左
官
の
若
手
が
減
っ
て
い
る
現
状
に
危
機
感

を
持
ち
、「
次
の
世
代
に
技
術
を
つ
な
げ
、
左

官
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
仕
事
を
し
た
い
」

と
強
く
感
じ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

て
お
り
、
出
場
者
に
対
し
て
は
約
２
カ
月

半
の
合
宿
形
式
で
特
別
訓
練
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
高
度

な
技
能
・
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
強

い
精
神
力
や
職
人
と
し
て
の
心
構
え
が
育

ま
れ
ま
す
。
周
囲
へ
の
感
謝
を
学
び
、
後

輩
指
導
へ
の
責
任
感
が
芽
生
え
る
な
ど
、

将
来
の
指
導
者
育
成
の
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
建
築
大
工
職
種
で
は
本
年
の
４

年
連
続
金
メ
ダ
ル
を
含
む
25
年
連
続
の
入

賞
、
左
官
職
種
で
も
金
・
銀
・
銅
・
敢
闘

賞
を
含
む
５
年
連
続
の
入
賞
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
人
間
性
を
育
み
な
が
ら
、
若
手

技
能
者
の
育
成
に
注
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

建
設
業
界
全
体
の
課
題
で
あ
る
職
人
の

高
齢
化
と
人
手
不
足
に
対
応
し
、
将
来
の

施
工
力
確
保
を
目
指
す
当
校
で
は
、
プ
レ

カ
ッ
ト
化
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
手
刻
み
」

な
ど
の
伝
統
技
術
も
継
承
し
な
が
ら
、
多

様
な
顧
客
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
若
手
技

能
者
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
職

人
不
足
が
顕
著
だ
っ

た
バ
ブ
ル
期
の
設
立

当
初
に
は
毎
年
60
名

の
訓
練
生
を
受
け
入

れ
て
い
ま
し
た
が
、

職
人
の
高
齢
化
が
進

む
現
在
で
は
受
け
入

れ
枠
を
１
０
０
名
体

制
に
拡
大
。
こ
れ
ま

で
累
計
１
８
０
０
名

が
技
能
職
養
成
訓
練

　

私
は
マ
ン
シ
ョ
ン
育
ち
で
戸
建
て
に
憧
れ

が
あ
り
、「
自
分
で
家
を
つ
く
り
た
い
」
と
い

う
思
い
で
建
築
学
科
の
あ
る
高
校
か
ら
住
友

林
業
ホ
ー
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
入
社
し
、

建
築
技
術
専
門
校
に
て
大
工
職
に
な
る
た
め

の
訓
練
を
始
め
ま
し
た
。

　

五
輪
出
場
に
あ
た
り
訓
練
で
は
、〝
材
料
を

丁
寧
に
扱
う
〟〝
身
の
回
り
を
整
理
整
頓
す
る
〟

と
い
う
基
本
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

現
場
で
は
〝
慣
れ
〟
に
よ
り
こ
れ
ら
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
扱
う
材
料

は
す
べ
て
〝
商
品
〟
で
す
。「
丁
寧
な
仕
事
は

整
理
整
頓
か
ら
」
と
い
う
信
念
が
、
現
場
で

の
品
質
管
理
に
直
結
し
て
い
る
と
理
解
で
き

た
気
が
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
訓
練
で
は
、
木
材
に
加
工
の
目
印
を

つ
け
る
墨
付
け
の
精
度
や
、
そ
の
墨
に
対
し
て

ど
う
加
工
す
る
か
と
い
う
〝
墨
の
見
方
〟
を
徹

底
的
に
磨
き
ま
し
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
が
主
流
の

現
代
で
も
、
和
室
の
造
作
な
ど
高
い
精
度
が

求
め
ら
れ
る
現
場
作
業
で
は
必
ず
役
立
つ
技

能
・
技
術
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
２
回
目

の
五
輪
出
場
で
す

が
、
大
会
本
番
で

作
業
エ
リ
ア
の
地

面
が
半
分
ガ
タ
つ

い
て
い
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見

　

現
在
、
私
の
現
場
で
は
外
観
の
モ
ル
タ
ル

作
業
が
中
心
で
す
が
、
五
輪
の
訓
練
で
は
漆し

っ

喰く
い

な
ど
普
段
は
使
わ
な
い
材
料
に
も
触
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
自
分
の
塗
り
を
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
て
客
観
的
に
見
る
」
と
い
っ
た
分
析
も

行
い
ま
し
た
。
時
間
的
な
制
約
か
ら
普
段
の

現
場
で
は
難
し
か
っ
た
「
塗
り
の
技
能
・
技

術
」
も
深
め
ら
れ
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
や
品
質

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

五
輪
の
本
番
で
は
、「
次
の
作
業
を
常
に
考

え
な
が
ら
動
く
」
と
い
う
厳
し
い
時
間
管
理

を
経
験
し
ま
し
た
。
緊
張
感
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
場
で
の
段
取
り
に
大
い
に
生
か
せ
る

は
ず
で
す
。
ま
た
、
五
輪
の
課
題
に
は
現
代

で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
伝
統
的
な

材
料
や
仕
上
げ
方
法
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
消
滅
し
か
ね
な
い
貴
重
な
技
能
・

技
術
も
あ
り
、
五
輪
出
場
を
通
し
て
そ
れ
ら

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
材

料
は
違
っ
て
も
コ
テ
の
使
い
方
な
ど
共
通
す

る
部
分
も
多
く
、
伝
統
技
能
・
技
術
の
訓
練

建設業界における
技能・技術継承

写真は2025年技能五輪全国大会の様子

住友林業建築技術専門校
校長

樋口 進

住友林業ホームエンジニアリング
株式会社

東海事業部・大工技能職　

稲垣 孝介

住友林業ホームエンジニアリング
株式会社 

九州事業部・左官技能職　

溝江 橙生

住
友
林
業
独
自
の
高
い
品
質
基
準
を
理
解
し

実
践
で
き
る
未
来
の
人
材
を
育
成

日
本
伝
統
の
技
能
・
技
術
力
を
高
め

丁
寧
な
仕
事
で
高
品
質
な
家
づ
く
り
を

次
世
代
に
技
術
を
つ
な
げ

左
官
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
職
人
に

高
品
質
の「
住
友
林
業
の
家
」を
施
工
す
る
技
能
者
育
成
を
目
的
と
し
、
１
９
８
８
年
に

開
設
し
た
企
業
内
訓
練
校
で
あ
る
住
友
林
業
建
築
技
術
専
門
校
。
大
工
や
左
官
と
い
っ
た

職
人
の
高
齢
化
・
人
手
不
足
を
解
決
す
る
べ
く
、
独
自
技
術
の
木
造
住
宅
だ
け
で
な
く
日

本
の
伝
統
的
な
木
造
軸
組
工
法
ま
で
幅
広
く
対
応
で
き
る
技
能
者
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

特  集

建築大工部門

金賞

左官部門

銅賞

1 基礎技術の反復 「建て方」など特定の重要項目に絞り、習得でき
るまで同じ作業を繰り返し訓練

2 伝統技術の継承 プレカットでは学べない「手刻み」や道具の仕込
みなどを基礎から指導

3 独自工法の習得
住友林業の仕様や施工基準をモデル棟実習に絡め
て、図面作成・積算から施工まで一連の流れを体
系的に理解する

4 生きた情報の反映 住友林業と連携し現場の課題や顧客ニーズをカリ
キュラムに反映

● 訓練の特色

● 訓練の様子
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● 第１段階の3Dモデルを表示するツール

活
用
す
る
に
は
不
向
き
で
し
た
。

　
そ
こ
で
第
２
段
階
で
開
発
し
た
の
が
、

ゴ
ー
グ
ル
型
端
末
で
す
。
空
間
に
原
寸
大

の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
表
示
す
る
こ
と
で
、
装

着
者
は
モ
デ
ル
の
周
り
を
歩
い
た
り
、
近

づ
い
て
詳
細
を
確
認
し
た
り
中
に
入
っ
た

り
で
き
ま
す
。
両
手
が
フ
リ
ー
に
な
る
た

め
、
空
間
に
表
示
さ
れ
る
３
Ｄ
モ
デ
ル
の

通
り
に
鉄
筋
を
配
置
す
る
な
ど
、
実
践
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
第
３
段
階
で
は
ゴ
ー
グ
ル
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
な
く
て
も
複
数
人
が
同
時
に
３
Ｄ
モ

デ
ル
を
確
認
で
き
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
開

発
、
さ
ら
に
拡
大
・
縮
小
・
回
転
を
実
現

で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
第
４
段
階
で

す
。
そ
し
て
最
新
と
な
る
第
５
段
階
で
は
、

空
中
に
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

手
の
動
き
を
検
知
し
て
非
接
触
で
拡
大
・

縮
小
・
回
転
な
ど
の
操
作
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
各
段
階
の
特
徴
に
応
じ
て
、
講
義
で
の

活
用
や
企
業
内
研
修
な
ど
に
導
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
第
１
段
階
の
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
が
人
材
育
成
・
生

で
き
る
環
境
が
整
え
ば
、
技
能
・
技
術

の
断
絶
を
避
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
開
発
し
た
の
が
、

Ａ
Ｒ
や
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
用
い
た
建
築
教
育

を
実
現
す
る
技
術
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

５
段
階
の
フ
ェ
ー
ズ
で
開
発
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
第
１
段
階
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
用
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
２

次
元
図
面
に
カ
メ
ラ
を
か
ざ
す
と
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
設
計
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
３
Ｄ
モ
デ

ル
が
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し

た
。
軸
組
や
型
枠
の
組
み
立
て
手
順
の
段

階
的
な
確
認
が
可
能
で
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
は

拡
大
・
縮
小
・
回
転
が
で
き
、
複
雑
な
部

分
も
詳
細
に
見
え
ま
す
。
た
だ
、
手
軽
に

利
用
で
き
る
一
方
、
デ
バ
イ
ス
を
持
つ
必

要
が
あ
る
た
め
、
両
手
を
使
う
作
業
中
に

産
性
向
上
を
目
的
と
し
て
提
供
す
る「
建

設
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

デ
ジ
タ
ル
教
材
と
し
て
も
採
用
い
た
だ
き

ま
し
た
。

３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
の
可
視
化
は

継
承
だ
け
で
な
く
効
率
化
に
も

  

〝
熟
練
技
能
者
に
の
み
見
え
る
世
界
〟
を

若
手
が
疑
似
体
験
で
き
る
こ
れ
ら
の
技

術
は
、
２
次
元
図
面
か
ら
３
次
元
の
完

成
形
状
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
図
面
読
み
取

り
ス
キ
ル
の
習
得
を
早
め
、
効
率
的
な

部
材
組
み
立
て
手
順
の
予
測
な
ど
の
技

能
・
技
術
継
承
に
貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、

３
次
元
の
完
成
形
状
を
可
視
化
す
る
こ

と
で
、
２
次
元
図
面
の
み
で
組
み
立
て

る
場
合
よ
り
も
手
戻
り
・
修
正
な
ど
の

時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ
と
を
確

認
し
て
お
り
、
短
時
間
で
高
精
度
な
作

業
の
実
現
も
可
能
で
す
。

　

Ａ
Ｒ
や
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
活
用
は
技

能
・
技
術
継
承
の
成
功
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材

活
用
に
よ
る
研
修
体
制
の
整
備
や
、
熟
練

者
な
ど
教
え
る
側
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の

必
要
性
も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
高
度
な
技

能
・
技
術
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
、
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
、
業
界
全
体
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

熟
練
者
が
第
一
線
を
退
き
つ
つ
あ
る
建

設
業
界
で
は
、
長
年
の
経
験
を
経
て
身
に

つ
け
た
高
度
な
技
能
・
技
術
を
若
手
に
伝

え
な
け
れ
ば
、
熟
練
者
の
引
退
と
と
も
に

そ
れ
が
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
必

要
な
の
が
、

技
能
・
技
術

の
保
存
と
可

視
化
で
す
。

熟
練
者
の
動

作
や
手
順
を

デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
化
し

て
保
存
し
、

こ
れ
を
若
手

が
い
つ
で
も

体
験
・
学
習

建
設
現
場
で
は
、
２
次
元
図
面
か
ら
３
次
元
の
完
成
形
状
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る「
図
面

読
み
取
り
ス
キ
ル
」が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
習
得
ま
で
に
は
長
年
の
現
場
経
験

が
必
要
で
あ
り
、
若
手
人
材
へ
の
技
能
・
技
術
継
承
の
妨
げ
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、
Ａ
Ｒ
な
ど
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
建
築
物
の
構

造
を
眼
前
に
表
示
さ
せ
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

〝
熟
練
職
人
に
見
え
る
世
界
〟を
若
手
も
体
験

明星大学 建築学部
建築学科
 常勤教授

西澤 秀喜 氏

コラム

建設業界における
技能・技術継承

特  集
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2025年も記録的な大雨による被害が各地で相次いだ。気候変動な
どの影響により、今後も短時間強雨の発生頻度や降水量の増大が予
測されることから、水災害から建物を守る対策は重要になるだろう。
そこで今回は、安全で快適な暮らしを守る水災害対策建材を紹介する。

※価格はすべて税込価格です
※ 掲載商品は弊社と取引がない商品も含みます

備えて守れ！ 〝水災害〟の被害を抑える建材

ドア前に不意の障害物があっても開放・脱出が
可能な室内ドア。浸水による水圧や地震発生時
の家具転倒などでドアが開かなくなると、避難
が遅れ危険に見舞われることもある。そこで開
発されたのが「災害対策ドア」で、ドア上部に
設けた欄間を開けることで生まれる空間を利用
し、ドアを引き上げるだけで取り外すことが可
能だ。また、ドア中央のガラスを割って脱出も
できるように、割れた際に破片が粒状になる熱
処理ガラスを採用しており、安全性にも配慮し
ている。

透水コンクリートを成型するための型枠で、
世界初の“水勾配なしで排水機能を確保で
きる透水構造”を実現。直線・十字・Ｌ字
などのパーツを組み合わせて地面に並べた
ままコンクリートを打設することで、タイ
ル状の目地から雨水を地中へ浸透させると
ともに内部空間に貯水もでき、水たまりや
ヒートアイランドの抑制につながる。また、
従来の舗装工事で必要だった型枠や収縮目
地の施工が不要なため、短工期・コストダ
ウンを実現。パーツを組み替えれば、市松・
六角形など様々なデザインが可能で、住宅
などの駐車場におすすめ。

電源不要で、浸入する水の浮力のみを利用
して自動起立する仕組みの止水板。災害時
に発生しやすい停電でも作動し、無人や夜
間の施設でも水の侵入防止に役立つ。設計
開口幅は1～20ｍまでの大開口に対応し、
建物のエントランスや駐車場の出入口など、
様々な場所への設置が可能。最大止水高さ
は2,000mm。集中豪雨がやむなどして水位が
低下すれば、水位に応じて止水パネルも自
動的に倒伏する。

①雨水などが止水パネル下部へ侵入

②浮力で止水パネルが起立

③水位によって起伏高さが変化

【仕様】
サイズ（㎜）：H2,070～2,340×W650～875×枠見付25／素材：
ECOシート（表面材）
※枠外高さは製品サイズ、納まりに応じて縦枠のカットが必要

【参考価格（カスタム）】
固定枠：170,500円／ケーシング枠：179,850円
※施工費・運送費別途　※扉＋三方枠＋各種金物がセット
●	問い合わせ先：阿部興業株式会社

【仕様】
サイズ（㎜）：H600×W600×D100・
目地幅10（正方形の場合）／素材：再生
ポリプロピレン

【価格】
面積・レイアウトに応じ個別見積
●	問い合わせ先：PUMPMAN株式会社

【仕様】
製作可能範囲（㎜）：W1,000〜20,000×H300～2,000／実験による止水
性能評価：Ws-6※1相当／表面仕上げ：ポルカプレート（タ
イル・石貼り対応可）
※1 Ws-6：JIS A 4716 浸水防止性能等級の最高等級で、1時間で1㎡あ
たりに漏れる漏水量が0.001㎥/h・㎡以下

●	問い合わせ先：文化シヤッター株式会社

障害物があっても脱出可能な室内ドア
「災害対策ドア」
阿部興業株式会社

水勾配なしの透水構造を実現する
透水貯留浸透コンクリート舗装材「Dotcon＋（ドットコンプラス）」

PUMPMAN株式会社

水の浮力で作動する止水板
「アクアフロート」
文化シヤッター株式会社

欄間部分
CLOSE時

欄間部分
OPEN時
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本　　社 	●	福岡県福岡市南区清水
	 	 2丁目18-36
創　　業 	●	1903年
資 本 金 	●	1,000万円
従 業 員 	●	12名
事業内容 	●	水産練り製品製造販売業

す
。
お
客
様
か
ら
は
、『
練
り
物
っ
て
こ
ん
な
に

お
い
し
い
の
か
』『
練
り
物
の
概
念
が
変
わ
っ
た
』

と
大
好
評
で
、
ま
だ
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

希
望
を
持
ち
ま
し
た
」

コ
ス
ト
と
な
っ
て
い
た
製
法
が

フ
ー
ド
ロ
ス
を
削
減
す
る
強
み
に

︱
︱ 

同
じ
頃
、
も
う
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ン
ス
が
到

来
す
る
。
地
元
漁
協
か
ら
の
、
未
利
用
魚
を
加
工

で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
だ
。
寿
司
店
で
は
高
級

魚
と
し
て
扱
わ
れ
る
コ
ハ
ダ
が
成
長
す
る
と
コ
ノ

シ
ロ
と
呼
ば
れ
、
市
場
で
値
が
つ
か
な
く
な
り
漁

業
関
係
者
を
悩
ま
せ
て
い
た
。

  「
コ
ノ
シ
ロ
を
す
り
身
に
し
て
つ
み
れ
を
作
っ
た

と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
に
地
の
も
の
を
食
べ
さ
せ

た
い
と
い
う
小
学
校
の
考
え
と
合
致
し
、
給
食
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
食
べ
た
子
ど
も
や
先
生
か
ら

は
、
練
り
物
の
お
い
し
さ
に
驚
き
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
地
元
で
ブ
リ
の
加
工
品
を

製
造
し
て
い
る
企
業
か
ら
、
残
っ
た
ア
ラ
を
活
用

で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、

ギ
ョ
ロ
ッ
ケ
に
加
工
し
て
学
校
給
食
に
納
品
し
て

い
ま
す
。
時
代
に
逆
行
し
コ
ス
ト
も
か
か
る
と
思
っ

て
い
た
昔
な
が
ら
の
製
法
が
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

と
い
う〝
今
〟の
社
会
課
題
を
解
決
す
る
武
器
と

し
て
強
み
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

︱
︱ 

練
り
物
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
福
岡

ら
し
さ
で
差
別
化
で
き
る
新
商
品
開
発
に
も
着
手

す
る
。
ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
な
ど
麺
文
化
の
盛
ん

な
福
岡
な
ら
で
は
の
商
品
と
し
て
、
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
の
練
り
物
麺「
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
！
」が

２
０
２
４
年
に
完
成
し
た
。
へ
ル
シ
ー
志
向
や
小

麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
、
た
ん
ぱ
く
質
を
手
軽
に
摂

取
し
た
い
高
齢
者
な
ど
に
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

  「〝
フ
ィ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
テ
イ
ン
〟と
し
て
た
ん
ぱ
く

質
摂
取
に
も
効
果
的
と
い
う
練
り
物
の
魅
力
を
伝

え
る
た
め
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
大
会
に
協
賛

し
、
２
０
２
６
年
に
は
私
自
身
も
大
会
出
場
を
予

定
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
県
の
養
殖
業
者
と
協
業
し
、
廃
棄
さ
れ

る
部
位
を
当
社
で
す
り
身
に
し
て
そ
の
地
域
の
練

り
物
店
に
提
供
す
る
な
ど
、
お
い
し
い
練
り
物
を

他
県
に
も
広
め
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

練
り
物
の
可
能
性
を
信
じ
て
行
動
し
た
か

ら
こ
そ
今
が
あ
る
と
い
う
江
越
氏
。
２
０
１
５
年

比
で
、
年
商
は
約
１・６
倍
に
拡
大
し
て
い
る
。
売

上
構
成
の
９
割
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
だ
が
、
今
後
は
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｃ
の
拡
大
も
目
指
し
、
練
り
物
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
店
を
出
店
し
て
若
い
世
代
も
手
に
取
り
や
す
い

よ
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
。

  「
学
校
で
の
食
育
や
練
り
物
体
験
教
室
開
催
な
ど

を
通
し
て
、
練
り
物
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に

将
来
の
消
費
者
を
育
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ゆ

く
ゆ
く
は
、
当
社
で
練
り
物
の
可
能
性
を
広
げ
る

挑
戦
を
し
て
く
れ
る
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
れ

ば
最
高
で
す
ね
」

の
鮮
魚
の
状
態
を
確
認
で
き
、
品
質
が
担
保
さ
れ

ま
す
。
ま
た〝
地
場
の
魚
を
地
場
で
加
工
消
費
す

る
〟と
い
う
練
り
物
の
伝
統
文
化
、
何
よ
り
お
い

し
さ
に
こ
だ
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
昔
な

が
ら
の
製
法
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

家
業
を
継
ぐ
た
め
江
越
氏
が
同
社
に
入
社

し
た
の
は
２
０
１
５
年
。
当
時
か
ら
魚
離
れ
・
練

り
物
離
れ
が
進
む
先
細
り
の
業
界
で
、
昔
な
が
ら

の
製
法
も
大
き
な
コ
ス
ト
と
な
っ
て
い
た
。
想
像

以
上
に
経
営
状
況
は
厳
し
く
、
先
が
見
え
な
い
状

況
が
続
い
た
と
い
う
。

  「
転
機
と
な
っ
た
の
は
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。
飲
食
店
へ

の
卸
売
り
な
ど
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
が
中
心
だ
っ
た
た
め
売
り

上
げ
が
激
減
し
、
自
分
た
ち
で
顧
客
を
つ
か
む
必

要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
着
手
し
た
の
が
、〝
鮮

魚
か
ら
作
っ
た
す
り
身
と
揚
げ
た
て
の
練
り
物
の

お
い
し
さ
〟を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。
地

場
の
魚
で
あ
る
え
そ
の
す
り
身
に
パ
ン
粉
を
つ
け
て

揚
げ
た『
ギ
ョ
ロ
ッ
ケ
』を
、
自
社
工
場
に
隣
接
す

る
直
営
店
で
注
文
を
受
け
て
か
ら
揚
げ
て
販
売
す

る
と
い
う
、
初
め
て
の
売
り
方
に
挑
戦
し
た
の
で
す
」

︱
︱ 

そ
れ
ま
で
は
朝
揚
げ
た
商
品
だ
け
を
店
頭

に
並
べ
て
販
売
す
る
の
が
博
水
の
当
た
り
前
だ
っ

た
。
だ
が
、
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
た
江
越
氏
は

〝
揚
げ
た
て
販
売
〟に
こ
だ
わ
っ
た
。

  「
業
界
に
入
っ
て
間
も
な
か
っ
た
か
ら
、
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
挑
戦
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

昔
な
が
ら
の
製
法
を
守
り
、

練
り
物
の
お
い
し
さ
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

︱
︱ 

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
を
中
心
に
、
さ
つ
ま
揚
げ
や
か

ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り
製
品
を
製
造
す
る
博
水
。
創

業
１
２
２
年
の
歴
史
を
誇
る
老
舗
の
同
社
は
、
国

内
の
同
業
他
社
が
使
わ
な
く
な
っ
た
昔
な
が
ら
の

製
法
を
守
り
続
け
る
と
と
も
に
、
練
り
物
の
常
識

に
と
ら
わ
れ
な
い
商
品
開
発
な
ど
新
た
な
取
り
組

み
に
挑
戦
し
、
生
産
・
消
費
量
の
落
ち
込
む
練
り

物
業
界
で
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

  「
安
定
供
給
や
コ
ス
ト
面
か
ら
、
現
在
は
日
本
の

練
り
物
の
８
～
９
割
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
輸

入
さ
れ
た
冷
凍
の
す
り
身
で
す
。
し
か
し
当
社
で

は
、
地
元
の
魚
市
場
か
ら
仕
入
れ
た
鮮
魚
を
さ
ば

き
、
石
臼
を
使
っ
て
加
工
し
た
す
り
身
で
練
り
物

を
作
っ
て
い
ま
す
。
冷
凍
の
輸
入
す
り
身
を
使
っ

た
場
合
と
比
較
す
る
と
、
製
造
に
か
か
る
手
間
は

５
、６
倍
に
も
な
り
ま
す
が
、
す
り
身
に
な
る
前

株
式
会
社
博
水

未利用魚などの活用で
フードロス削減に寄与

石臼を用い鮮魚から加工する
昔ながらの製法を守り
練り物製品を製造

新商品開発やボディビル大会への
協賛などで練り物の魅力をPR

ここが注目ポイント

“昔ながら”の製法を“今”の強みに
常識にとらわれない挑戦で
業界に新風を吹き込む老舗練り物店

専務取締役

江越 雄大 氏

地域の小学校での特別授業の様子。地元の魚を食べる意味、仕事の魅
力、地域を支える人の思いなどを伝える

昔ながらの製法にこだわ
り、地元で仕入れたえそを
石臼で練り上げ、すり身を
作る

練り物麺「BOKOMEN！」
具材・麺・スープを一体で
冷凍販売している

鮮魚から作ったすり身に
パン粉をつけて揚げた魚
のコロッケ「ギョロッケ」

鶏もも肉をすり身で
包んで揚げた「ギョロ
チキ」。下味は博水オ
リジナルの魚醤「えそ
醤（びしお）」を使用



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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今年も本誌をご愛顧賜り誠にありがとうございました。一年を振り返りますと、
大阪・関西万博は行けず、古古古米や麻辣湯は食べられず、働いて働いて働
いて働いて働くことはなく、ビジュは悪くなる一方、クマには遭遇できず終わっ
てしまいそうですので、今日の夜ご飯は麻辣湯にします。来年こそ世間に取
り残されないよう、流行を創る人間になろうと思います。末筆ではございま
すが、来年も皆さまのご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。（F）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　仙台支店　なとりりんくう展示場

　（一財）日本建築防災協会は国の支援を受けて「建築確
認申請図書作成支援サービス」を構築し、2025年11月
に提供を開始した。同サービスは建築確認申請図書にお
いて記載が必要な主要事項について、申請予定図書など
における記載の有無をAIが事前に評価するもの。サービ
スの利用により、確認申請の前に申請予定図書が適切に
作成されているかどうかの自己チェックが可能となり、
申請図書の不備の削減により建築確認審査の円滑化を図る。
■ 「建築確認申請図書作成支援サービス」の概要
1. 対象者：設計者など
2. 利用の対象：以下をすべて満たす建築物 
	 ⚫新築：改正法施行（2025年4月1日）後に着工 
	 ⚫2階建て以下かつ延べ面積300㎡以下（平屋かつ
200㎡以下を除く）の木造建築物（軸組構法） 

	 ⚫構造計算を行わず、仕様規定（壁量基準など）のみ

で構造安全性の確認を行うもの
3. 内容：AIを活用して、２階建て木造一戸建て住宅な
どの建築物の新築に係る建築確認申請図書に必要な
記載事項の一部の有無を評価する。建築基準法令・
関係法令への適合性を審査するものではない。

4. 利用料：無料（１アカウントにつき直近24時間で上
限５回の回数制限あり）。電話・メールによる個別
の操作サポートは行わない。

5. 提供期間：2025年11月10日から2026年３月９日
（予定）まで。

6. 利用方法：右のQRコードからアクセ
スし、使用方法についてユーザーガイ
ドを確認する。

7. その他：システムの更新は随時行う。システム全体の
利用回数が上限に達した場合は、サービスを終了する。

AI がサポートする「建築確認申請図書作成支援サービス」の
提供を開始 —— 一般財団法人 日本建築防災協会

募集月 2026年4月号～2027年3月号（全12カ月）
複数枠（複数月）のお申し込みも可能です

掲載料 66,500円（税別）/月　

サイズ 縦274ミリ×横196ミリ　
断ち切りの場合はドブ3ミリをつけてください

ファイル形式 イラストレーター .ai　もしくは .eps

カラーモード CMYK （特色不可）

文字 アウトライン化

入稿
発刊日1カ月前を目安に、デジタル入稿にて責了とさ
せていただきます。当方でのデータ修正は致しか
ねますのでご了承ください

発刊日 毎月15日（曜日によって前後する場合がございます）

掲載ページ 裏表紙（表4）

申し込み
締め切り

2026年2月2日（月）
締め切り以降でも調整可能な場合がございますの
で、お問い合わせください

広告募集のご案内

「建材マンスリー」では、2026年度の広告を募集しています。
木材建材業界でビジネスを展開される御社の宣伝・PRに、当媒体をぜひご活用ください。

○ お問い合わせ・お申し込み

住友林業（株）木材建材事業本部 業務企画部内
建材マンスリー編集室
E-MAIL:kenzai-monthly@sfc.co.jp

広告ページは裏表紙のみ

裏表紙
（表4）
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